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《今回の記事》  

 ・エコエイトやつしろ（八代市環境センター）からのお願い  

 ・家庭でできる省エネポイント 

 ・家庭用の使用済み食用油の回収について 

エコエイトやつしろ（八代市環境センター）からのお願い  

 平成３０年７月２日（月）から、エコエイトやつしろ（八代市港町２９９番）でごみの受け入

れを開始しました。これに伴って、清掃センター（中北町）及びクリーンセンター（氷川町）に

は、ごみの持ち込みが出来なくなりました。 

 また、持ち込みのルールが変更されていますので、ごみを持ち込まれる際は、広報やつしろ 

７月号に折り込みの「ごみ分別ガイドブック」でご確認ください。 

【お問合せ先】 環境センター管理課 ＴＥＬ ３２－４６７５ 

＜エコエイトやつしろへの持ち込み時のお願い＞ 

 ○ごみを持ち込む際は、事前に分別を行ってください。 

 ○中身が分かるように、透明か半透明の袋をご使用ください。 

  （袋の中身を確認させていただく場合があります。） 

 ○家電製品や玩具等を出される場合、電池は取り出してください 。 

 ○ごみの持ち込みに使用する車両は、最大積載量２ｔ以下のものとしてください。 

 ○受付の際に、八代市民であることの確認のために、運転免許証をご提示いただいて 

  おります。 

 ○安全のため、場内では、職員の指示に従ってください。 

 ○場内では徐行運転をお願いします。 
受付時間 

 【平 日】 午前８時３０分から１１時３０分まで 

       午後１時００分から ４時３０分まで 

 【土曜日】 午前８時３０分から１１時３０分まで 

案内図 

今後も引き続き、燃えるごみの減量にご協力をお願いします。 



家庭用の使用済み食用油の回収について 

 ７月２日（月）より、エコエイトやつしろでごみの受け入れを開始したことに伴い、使用済み

の食用油の回収を行っております。ご家庭で食用油の処理に困られた場合は、ご利用ください。 

 ※使用済みの油を持ち込まれる際は、ペットボトル等に入れてください。 
 ※通常の受け入れ料金がかかります。 

家庭でできる省エネポイント 

 八代市では、毎月第1日曜日を「やつしろ環境の日」、毎月25日を「ライトダウンの日」とし

ています。できることから、環境にやさしい暮らしをはじめてみませんか。 

●環境行動の輪を広げましょう 

 □ 環境イベントに参加しましょう。 

 □ 市民や市民団体、事業者、市との情報交換の場に参加しましょう。 

●ごみのポイ捨て・不法投棄はやめましょう 

広げよう！環境行動の輪  「人と自然が調和するまち やつしろ」をめざして 

 

 ・こまめな掃除で明るさをアップしましょう 

 ・点灯時間を短く、無駄な灯りは消しましょう 

・月に1、2回程度、フィルターを掃除しましょう 

 ・扇風機等を使って空気を循環させましょう 

ポイント１：家電製品を上手に使いましょう 

・無駄な開閉を控え、空ける時間を短くしましょう 

 ・食品等を詰め込みすぎないようにしましょう

・消すときは、主電源をオフにしましょう 

 ・省エネモードを活用しましょう 

ポイント２：買い換えのときは省エネ製品を上手に選びましょう 

 今どきの冷蔵庫は、10年前と比べると約49％の省エネ 
  生活スタイルに合わせて容量や特長を選ぶことで、大幅な省エネが期待できます。 

 電球形LEDランプは、一般電球と比べると約85％の省エネ 
  電球形LEDランプは、省電力かつ長寿命です。長く使うほど、消費電力量の削減が期待できます。 

 今どきの液晶テレビは、7年前と比べると約34％の省エネ 
  最近の液晶テレビでは、LEDバックライトを採用した機種が増え、省エネ性能が大幅に向上しています。 

 今どきのエアコンは、10年前と比べると約5％の省エネ 
  家の構造や間取りなど、部屋の条件を考慮して選ぶことが大切です。 

○総ぐるみBDFキャンペーン ～天ぷら油を地域エネルギーに～ 

 熊本県内において、BDF（バイオディーゼル燃料）のキャンペーンが実施されて 

います。期間中にエコエイトやつしろで回収した家庭用の食用油は、BDFとして 

有効利用されます。 

 キャンペーン期間：平成３０年 ７月２日 ～ ８月３１日 

          平成３０年１２月３日 ～ １月３１日 
※BDFとは？ 

 ・使用済みの食用油から製造される、軽油の代替となる燃料です。油の原料となる植物が育つ過程で 

   CO2を吸収するので、BDFによるCO2の排出量はゼロと見なすことが出来ます。 

 ・軽油と比較して黒煙が２分の１～３分の１であり、硫黄酸化物はほぼゼロです。（出典：国立環境研究所） 

【お問合せ先】 循環社会推進課 ＴＥＬ ３４－１９９７ 

～熱中症に注意しながら無理なく省エネ～ 


